
　あなたはお肉が好きですか？ スーパ
ーに並ぶ精肉を見て何を連想しますか？ 
すき焼き？ 牛丼？ ハンバーグ？
　実は私はお肉を一切食べません。いわ
ゆるベジタリアンというやつです。
　きっかけは「屠畜」に関する仕事につ
いて調べているときでした。ネット上の動
画で「病気の牛が巨大なシュレッダー機
に生きたまま投げ込まれ､雄叫びをあげ
ながら徐々にミンチにされてしまう」とい
う過激な一部始終を観たのです＊。おそ
らくそのミンチはまた牛の餌になるのでし
ょう。そして多くの映像・書籍を見ていく
うち、自分が好き好んで食べていた「肉」
とは「動物の死体」であるという事実に気
付かされたのです。
　私は現代美術家として活動していま
す。表現媒体は絵画や立体作品が主と
なります。2009年2月に上野で行われた
展覧会で展示した作品は、スーパーの
肉を素材に使って牛のかたちを復元する

というものです。実際に様々な部位の精
肉を大量に買い集めました。小さな死体
片から死体の姿を修復しているともいえ
るでしょうか。
　私が肉を摂取しないのは、一種の不買
運動ともいえます。しかし、この作品では
大量に消費活動を行ったのです。賛否
両論あるかもしれません。けれどこれは
お金を出しさえすれば、他人に殺させた
動物の死体を気軽に買えるということへ
の批評的表れでもあるのです。
 「いただきます」という感謝の言葉があり
ます。そのように言いさえすれば、人はど
んな動物でも殺して食べる権利を持って
いるのでしょうか？ 私は今でも判らず
日々悩んでいます。

＊ この動画は「病気になった牛」を牛のえさと
して丸ごと処理する現場を映したものである。
なお、BSEが社会問題化した後は、病気の牛の
ミンチを健康な牛に食べさせることはほとんど
ないと言われている。
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